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Tf receptorと特異的に結合して細胞内に摂取されており， 37℃では著明に排泄されるが 4℃では排泄が少な






























る8)。 また，細胞へ鉄を供給する Tf-Tf receptor 











使用した細胞は HeLaS3で， 10% fetal calf 
serum, 60μg/mlカナマイシン， 0.3mg/mlグ




"Ga-citrateびGa)は第一 ラジオア イソ ト
ープ研究所製のものを生理食塩水で希釈して用
しヽた。
1251-transferrin (12'I-Tf) は人 apoTf (90% 
以上 ironfree)に 呵 をラク トペルオキシダー
ゼ法で標識した。製造時の比放射能は 14-16
μCi (518-592 kBq) / μgであり，標識率はペー
パークロマ トグラフィ （展開溶媒 ：75%MeOH) 
で 94% 以上であ った。吸培の防止と安定性を高







略記すると，細胞を プラスチックシャ ーレ にま
き込み， 37℃で 20~24時間培養 した後，培地
を人 apoTfを 0-lOOOμg/mlに含んだ MEM
に交換した。 さら に，67GaをlμCi(37 kBq) /ml 
の濃度に加え ，4℃または 37℃で 0.5-24時間
培蓑して "Gaを細胞に取込ませた。その後，









ー・ ボリー スメン を用いて物理的にかき取 る方




胞とともに 3また は 24時間培養して取込ま せ
た後，coldPBSで洗浄し， 67Gaを含んでいな
い新しい培地 (TfをlOOμg/mlの濃度 に含む）
に交換した。 さらに， 4℃ または 37℃ で 6~24
時間培蓑し， 67Gaの摂取の測定の場合と 同様
の方法で細胞 中の 67Gaの残存放射能 を測定 し
た。そして， 3または 24時間の 67Gaの摂取量










Fig. 1に HeLaS3における 125LTfと "Ga
の摂取におよぼす MEM中の Tf濃度および try-
psin処理の影評を検討した結果を示した。この
実験では，細胞を 1251-Tfまたは 67Gaとともに
37℃ で 6時間培務を 行 い，摂取率を求めた。
125I-Tfの摂取率は MEM中の Tf濃度が高くな
るにつれて著明に減少 した。また， ラバー• ポ
リースメンを使用 (trypsin処理なし ） して細
胞を剥離した場合と trypsin処理を行った場合
を比較すると， 1251-Tfの摂取率は trypsin処理
によって著 明に滅少 し，trypsin処理 をしない






HeLa S3における 125LTfと67Gaの動態の比較 31 





































































Fig. 1 Effect of various concentrations of human transferrin and 
trypsinfzation on 125卜transferrin(A) and "Ga・citrate(B) uptake 
by Hela S3. Cells were incubated with 0.5μCi/ml'251-transferrin 




















































incubation t ime(hr) 
Fig. 2 Time course of 125トtransferrinand "Ga-citrate uptake by He La 











の細胞中の残存率は，37℃ では 5-15% と低値
で，著明な排泄が認められた。 しかし， 4℃で
は残存率が 83% であり， 排泄が抑制された。
4℃で摂取された 125LTfの細胞中の残存率は，
4℃ でも25%程度と小さく，排泄が多くなった。
Table 1 Comparison of uptake and excretion of 1251-transferrin(Tf) 
and 67ca-citrate in Hela s 3 
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a. Cels were incubated with 0. 5 μCi /ml 1251-Tf in MEM 





















その概要は 9し鉄 2原子と結合した di-ferricTf 
は細胞表面の Tfreceptorと結合し ，そ のま ま
























摂取率 を評価す る場合には， trypsin処理を用
いるのは不適当と考えられる。
培地中の Tfi農度の変化に伴う HeLaS3の




































る。一方， 37℃で摂取された 125LTfは， 37℃
では著明に排泄されるが， 4℃では排泄が少な
かった。この結果は， 37℃で摂取された '"I-Tf 
は細胞表面の Tfreceptorに結合しているだけ
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